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今2 x 10 -3 ( C は柱の中を伝わる縦波の伝ぱ速度)までは比較的よく一致し、この基礎式を用いて塑
性柱の座屈荷重が推定できた。
論文の審査結果の要旨
本論文は、柱の軸方向に物体が衝突するときの柱の座屈現象を理論計算の結果と実験結果とを比較
しつつ論じたものである。座屈現象は衝撃速度によって異なり衝撃速度が遅い場合には、柱の軸方向
の↑貫性の影響は殆んど無視でき、高次モードの座屈は起らないが、衝撃速度が早くなると、衝撃端か
ら付け根の方向に向って、順次高次モードの座屈を起していく。この場合、衝撃速度が早くなるにつ
れて座屈モードの波長は短くなるが、このような現象の起るのは、柱の軸方向の慣性の影響であるこ
とを明らかにしている。さらに、弾性座屈の考え方を拡張して塑性衝撃座屈の近似理論式を導き、実
験と比較してこの理論式で塑性座屈荷重が推定できることを示している。以上のようにこの研究は柱
の衝撃座屈現象は、衝撃速度によって異なることを示し、その原因を明らかにしたものであって、構
造力学の分野で大きい貢献をしている。
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